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１６００～１８００年代 

世界 日本 

１６０１年 エリザベス救貧法 慶長６年 江戸時代（徳川家康） 

１７８２年 ギルバート法 天明２年 天明の大飢饉 

１７８９年 フランス革命   

１７９５年 スピーナムランド制度   

１８３４年 新救貧法 天保５年 天保の大飢饉 

１８５３年  嘉永 6年 ペリー浦賀来航 

１８６７年  慶応 3年 大政奉還 

１８６９年 慈善組織協会設立   

１８７４年  明治７年 恤救規則 

１８８３年 ドイツ疾病保険法   

１８８４年 トインビーホール   

１８８７年  明治２０年 石井十次（岡山孤児院） 

１８８６年 ブースのロンドン調査   

１８８９年 ハルハウス   

1894～1895年  明治 27～28

年 

日清戦争 

１８９７年 

 

ウエッブ夫妻のナショナ

ルミニマム論 

  

１８９７年  明治３０年 石井亮一（滝乃川学園） 

片山潜（キングスレー館） 

１８９９年 ラウントリーのヨーク調査 明治３２年 留岡幸助（家庭学校） 
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世界の福祉 福祉の黎明期 

制限的救貧行政（新救貧法・１８３４） 

慈善事業の組織化（慈善組織協会・１８６９） 

セツルメント運動（トインビーホール・１８８４） 

貧困調査（ロンドン調査・１８８６） 

ナショナルミニマム論（ウエッブ夫妻・１８９７） 

 

 

 

 

産業革命によ

る資本主義の

発展 

貧富の格差の

拡大 

慈善事業によ

る救済 

日本の福祉 
鎖国から開国

への変動期 

明治初期（制限的救貧行政：恤救規則・M７） 

 

明治前期（相次ぐ飢饉と孤児対策：石井十次・岡山孤児院・M２０） 

 

明治後期（戦争と貧困の増大） 

（知的障害児：石井亮一・滝乃川学園・M３０） 

（非行少年：留岡幸助・家庭学校・M３２） 

 

セツルメント運動（片山潜・キングスレー館・M・３０） 

 

 

 

 

慈善事業と 

セツルメント 


